
　　

平
戸
市
総
合
戦
略
は
平
成
27

年
度
か

ら
５
カ
年
計
画
で
あ
る
が
全
体
的
な
取

り
組
み
状
況
は
。

　　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
事
業
の

推
進
に
よ
り
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
雇

用
は
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
。
産
業
振

興
は
、
平
戸
式
も
う
か
る
農
業
支
援
事

業
や
水
産
施
設
整
備
な
ど
重
厚
な
諸
制

度
を
展
開
す
る
。
子
育
て
支
援
は
、
特

に
第
３
子
保
育
料
の
無
料
化
や
児
童
生

徒
の
医
療
費
現
物
給
付
化
、
妊
婦
へ
の

支
援
策
の
拡
充
を
図
る
。
そ
の
他
基
本

目
標
は
、
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

　　

地
域
農
業
の
担
い
手
、
育
成
は
。

　　

生
産
部
会
を
中
心
に
優
良
農
家
等
を

研
修
先
と
し
た
受
け
皿
づ
く
り
や
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
整
備
し
、
産
地

全
体
で
新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
。

　　

世
界
遺
産
関
連
事
業
の
全
庁
的
取
り

組
み
の
概
要
は
。

　　

世
界
文
化
遺
産
の
価
値
の
理
解
に
向

け
、
春
日
集
落
拠
点
施
設
整
備
を
し
、

地
域
活
性
化
に
繋
げ
る
。
ま
た
、
周
遊

バ
ス
運
行
や
、
旅
行
商
品
の
造
成
へ
の

支
援
、
広
域
周
遊
ル
ー
ト
構
築
を
目
指

し
、
海
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
を

関
係
機
関
と
検
討
し
、
観
光
客
受
入
体

制
の
整
備
も
併
せ
て
実
施
す
る
。
さ
ら

に
、
ク
ル
ス
の
丘
公
園
整
備
は
、
構
成

資
産
の
中
江
ノ
島
を
眺
望
で
き
る
場
所

と
位
置
づ
け
、
９
月
頃
に
予
定
の
イ
コ

モ
ス
現
地
調
査
に
臨
む
。

　

消
防
機
能
別
団
員
制
度
の
内
容
は
。

　　

一
般
団
員
の
入
団
が
困
難
な
地
域
に

お
い
て
、
Ｏ
Ｂ
団
員
・
Ｏ
Ｂ
職
員
幹
部

の
再
入
団
で
あ
り
、
活
動
を
限
定
し
た

特
殊
な
団
員
で
あ
る
。
現
在
、
市
全
体

で
26
名
が
入
団
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
は
。

　

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
す
る
。

　
　

　

原
発
固
執
の
政
治
は
破
綻
し
て
い
る
。

第
一
に
国
民
多
数
の
意
思
に
反
す
る
。
第

二
に
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
技
術
シ
ス

テ
ム
の
い
き
づ
ま
り
。
私
の
質
問
に
市
長

は
、
専
門
的
知
見
が
な
い
か
ら
、
再
稼

働
に
賛
成
も
反
対
も
で
き
な
い
と
言
っ
て

き
た
。
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
の

が
自
治
体
の
役
割
。
市
長
が
反
対
で
き

な
い
な
ら
、
市
民
の
反
対
の
声
を
国
・

九
電
に
伝
え
る
べ
き
だ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
、
市
民
の
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
の
か
。

　　

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
行
わ
な
い
。

※
こ
の
質
問
は
、
３
月
市
議
会
で
行
い
ま
し
た
が
、
４

　

月
黒
田
市
長
は
「
再
稼
働
反
対
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

　　

原
発
ゼ
ロ
に
踏
み
出
し
た
ド
イ
ツ
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
世
界
の

主
流
。
日
本
は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
は
推
進
す
べ
き
だ
が
、

健
康
な
ど
に
害
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
、
田
平
町
で
小
型
風
力
発
電
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
私
に
も
区
長

さ
ん
か
ら
規
制
を
求
め
る
要
請
書
が
届

い
た
。
規
制
を
行
う
べ
き
だ
。

　　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
本

市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検
討
す
る
。

　　

Ｅ
Ｕ
諸
国
な
ど
で
は
学
費
は
無
料
か

低
額
で
、
給
付
型
奨
学
金
が
充
実
。
日

本
は
、
極
め
て
不
十
分
。

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
で
来
て
、
定
住
す
る
若

者
を
支
援
す
る
定
住
促
進
型
の
奨
学
金

制
度
が
五
島
市
を
は
じ
め
、
全
国
に
拡

が
っ
て
い
る
。
平
戸
市
で
も
実
施
を
。

　　

国
や
県
、
他
自
治
体
を
見
な
が
ら
、

喜
ば
れ
る
制
度
を
つ
く
り
た
い
。

　　

国
保
税
、
２
０
１
７
年
度
だ
け
で

13

・
8
％
、
３
人
の
モ
デ
ル
世
帯
で
１

人
当
た
り
1
万
３
千
８
０
０
円
の
引
き

上
げ
。
多
く
の
自
治
体
が
一
般
会
計
か

ら
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
て
、
引
き
上

げ
を
お
さ
え
て
い
る
。
平
戸
市
で
も
繰

り
入
れ
を
。

　　

繰
り
入
れ
は
行
わ
な
い
。

　

人
口
減
少
が
著
し
い
な
か
、
新
た
な

公
共
施
設
は
必
要
な
の
か
。

　　

築
30
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が
著

し
く
、
観
光
情
報
発
信
、
人
の
交
流
拠

点
と
し
て
施
設
の
整
備
及
び
機
能
の
拡

充
が
急
務
で
あ
り
、
改
修
す
る
方
針
を

決
定
し
た
。

　

昨
年
の
12

月
議
会
に
て
、
「
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
改
め
て
施
設
の
必
要
性

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
指
摘
を

受
け
、
（
仮
称
）
平
戸
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
整
備
活
用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

２
月
に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
き
、
ま

ず
必
要
性
か
ら
議
論
を
開
始
し
た
。

　　

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
、
原
点
、
仕
切
り
直
し
、

再
検
討
す
る
と
の
事
だ
が
、
改
修
、
新

築
に
向
け
た
検
討
委
員
会
の
よ
う
に
感

じ
る
が
、
原
点
に
戻
り
仕
切
り
直
し
で

あ
れ
ば
、
今
後
の
人
口
減
少
と
厳
し
い

財
政
状
況
を
考
え
れ
ば
、
更
地
に
し
て

駐
車
場
に
す
る
な
ど
の
選
択
肢
を
含
め

た
検
討
論
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
田
平
・
生
月
・
南
部
・
大
島

度
島
地
区
の
方
々
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

委
員
構
成
は
広
く
多
く
の
意
見
が
反
映

で
き
る
の
か
。

　　

改
修
・
新
築
あ
り
き
の
議
論
で
な
く

ま
ず
は
、
施
設
現
状
に
対
す
る
共
通
認

識
を
持
ち
、
必
要
と
さ
れ
る
活
用
策
、

機
能
な
ど
を
検
討
す
る
。
市
内
各
地
か

ら
の
委
員
構
成
が
望
ま
し
い
が
、
多
く

の
委
員
が
登
用
さ
れ
る
と
、
意
見
交
換

や
集
約
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
す

た
め
、
運
営
面
と
幅
広
く
意
見
を
聞
く

と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　　

財
源
、
費
用
対
効
果
、
維
持
管
理
費
、

施
設
の
中
に
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
造
る

と
、
市
街
地
の
飲
食
店
と
の
共
存
共
栄

の
形
が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

商
店
街
に
閑
古
鳥
が
鳴
く
よ
う
な
状

況
と
な
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は

な
い
か
。

　　

経
費
な
ど
を
試
算
で
き
る
段
階
で
は

な
い
が
、
財
源
は
合
併
特
例
債
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
飲
食

な
ど
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

市
街
地
の
飲
食
店
と
の
兼
ね
合
い
に
つ

い
て
も
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
16

地
区
協
議

会
で
総
額
、
１
億
３
千
７
０
４
万
６
千

４
９
３
円
で
市
税
１
％
で
あ
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
投
入
で
き
な
い
か
。

　　

推
進
し
て
い
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
制
度
は
、
小
学
校
区
を
基
本
単
位
と

し
、
市
内
16

地
区
に
ま
ち
づ
く
り
運
営

協
議
会
を
設
置
し
て
、
各
地
区
の
地
域

課
題
に
対
し
各
種
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
集
落
維
持
を
図
る
も
の
。

　

人
・
物
・
金
と
い
う
支
援
を
行
い
、

交
付
金
に
依
存
し
な
い
自
立
し
た
運
営

を
期
待
し
て
い
る
。

　　

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
日
本
遺

産
に
認
定
し
、
保
持
・
保
全
と
共
に
、

世
界
遺
産
の
基
盤
に
生
か
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
の
文
化
財

保
護
と
異
な
る
日
本
遺
産
は
、
世
界
遺

産
の
中
身
と
は
大
き
く
異
な
り
、
無
形

文
化
財
も
含
め
て
地
域
に
点
在
す
る
文

化
財
の
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ら
を
連
携

し
た
地
域
固
有
の
物
語
を
質
の
高
い
文

化
観
光
、
地
域
振
興
に
有
効
に
結
び
つ

け
て
い
く
具
体
的
な
計
画
で
あ
る
。　

　

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
が
残
る
地
域

や
集
落
を
日
本
遺
産
に
認
定
し
、
長
崎

と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

遺
産
を
下
支
え
す
る
基
盤
と
位
置
づ
け

文
化
財
の
保
持
、
保
全
と
活
用
を
図
り
、

歴
史
文
化
基
本
構
想
と
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
の
策
定
に
よ
り
平
戸
市
文

化
創
造
都
市
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　　

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
が
日
本
遺

産
に
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
を
下
支
え
と
い
う
提
案
は
共
感
す
る
。

　

ま
た
、
文
化
庁
主
導
の
歴
史
文
化
基

本
構
想
に
対
し
、
主
に
国
交
省
が
窓
口

の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
は
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
的
な
意
味
合
い
が
強

い
た
め
、
十
分
に
協
議
し
、
策
定
に
向

け
検
討
し
て
い
く
。

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
機
に
、
市
民

主
体
で
多
様
な
地
域
資
源
を
保
存
・
保

全
・
活
用
し
、
歴
史
を
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
文
化
創
造
都
市
に

繋
が
る
と
考
え
る
。
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意　

見　

書

こ
こ
に
注
目

一

般

質

問

政
務
活
動
報
告

委
員
会
報
告

意　

見　

書

こ
こ
に
注
目

一

般

質

問

政
務
活
動
報
告

委
員
会
報
告

問問

問問

問問

問

松尾　　実議員

川上　茂次議員

答

市
長

問問

問問問

問問

神田　全記議員

山﨑　一洋議員

答

文
化
観
光
部
長

答

市
長

答

文
化
観
光
部
長

答

副
市
長
・
文
化
観
光
部
長

答

消
防
長

答

産
業
振
興
部
長

答

文
化
観
光
部
長

答

総
務
部
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

答

市
長

平成29年3月定例会、10名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成29年3月定例会

●
平
戸
市
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
は

●
世
界
遺
産
関
連
事
業
の
説
明
を
求
め
る

●
消
防
と
自
主
防
災
組
織
の
現
状
は

　

●
玄
海
再
稼
働
に
反
対
の
市
民
の
声
を
国
・
九
電
に
伝
え
よ

●
小
型
風
力
発
電
を
規
制
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
へ

●
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
設
立
へ
・
国
保
税
引
き
上
げ
反
対

●
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
必
要
性
は　

●
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
を
目
指
す
財
源
拡
大
を

●
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
「
日
本
遺
産
」
へ


